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オイゲン • チ リコ フ 

鈴 木 三重 吉訳 



はても ない 雪の 野原 を、 二 頭 だての そりが 一 だい、 

のろく と 動いて ゐ ました。 そりに つけた 鈴が、 さび 

しい 音 をた てました。 まつ 白に こほりつ いた、 ぼろ ご 

ざ をき せられた 馬 は、 にえた つた 湯気の やうな 息 を、 

ひゆう/ \ はき つ 、v けました。 

ぎよ 車台に は、 こちらの 村の 百姓の 子で、 今年 十三 

になる リカが すわって ゐ ます。 お 父つ ァんの 古 帽子 を 

かぶって 来たの はい、 けれど、 とても づ ばくで、 ち 

よいと でもう つ 向く と、 ぼ こりと、 鼻の 上まで ずリぉ 



ちて 来ます。 リカ は、 それ を、 あらつ ぼくお し 上げな 

力、 ら 

「ほい、 ちきしょう。 うすのろめ。 はやく あるかね え 

か。 ほい ご と、 馬 を どなりく しました。 

そりの 中には、 冬休みで 田舎の 家へ かへ つてい く、 

中学 二年生の コ— リャ が、 からだへ 外とう や、 ふとん 

を まきつけて、 のって ゐ ます。 北風 は、 ものすご いう 

なり をた て、、 ふきまくり、 リカの 鼻 をつ ねったり、 

コ ー リャの 外とう をつ きと ほして、 氷の やうな 息 を ふ 

きかけ たり、 指 を こち/ \ にして、 動かな くして しま 

ふかと 思 ふと、 こんど は、 ぞっと、 くびす ぢを なめ ま 



はしたり します。 リカの 靴 は、 まつ 白に こほりつ いて 

ゐ ます。 帽子の 下から のぞき 出して ゐる 髪の毛 は、 ま 

るで 年よりの 髪の やうに 灰色に なって ゐ ます。 

「リカ ご 

中学生の コー リャ はた まら なくなって、 どなり まし 

た。 

「なに かもつと 着せて くれよ。 寒く つて 寒く つてた ま 

ら ない よご 

「なんだ つて？ 寒い？ ちょ ッご 

リカ は、 かう いひ/ \、 ぎよ 車台から とびおりて、 

帽子 をお しあげながら、 そりの はう へいきました。 そ 



めて、 また、 ぎよ 車台に とびのりました。 

「どう/ \/^、 ちきしょう。」 

リカ は、 長いむ ち を カー ぱい ふりま はしました。 そ 

り は、 ぎし/ \ きしみながら、 又う ごき 出しました。 

コ— リャ は、 ぢっ とち、 V こまって、 身動き 一 つし ま 

せんでした。 ちょっと でも 動く と、 北風 は、 どこかし 

ら あたらしい 入口 をみ つけて、 ふきこんで 来る からで 

す。 しかし、 コ— リャの 心の中 は、 だんだん にあた、 

かい よろこびに みち あふれて 来ました。 コー リャ はこ 

の そりが、 じぶんの うちの 大きな 門の まへ についた と 

きのこと を、 心に ゑが いてみ ました。 



そりが つけば、 窓に は 弟た ちの 頭が ちらちら 見え 出 

して、 小さい 手で 窓 硝子 をた、 いて ゐる のがき こ ゑて 

来ます。 家中の ものが みんな、 げんかんへ かけ 出し、 

戸が、 ばた/^ と あく かと 思 ふと、 ぢ いやの ドウ ナ— 

シャが 階 だん を ころがる やうに かけおりて、 そりから 

だき 下して くれます。 お父さん や、 お母さん や、 ヮァ 

ニヤ 叔父さん や、 ドウ— ニヤ 叔母さん、 それから、 け 

んか 相手の 弟の レワに ボ ー リャ と、 目の 黒い 妹の サ— 

シ ュ にも あ へ るので す。 

ぁゝ、 家 はい ゝな。 でも、 冬休み はみ じかい からつ 

まらない。 たった 二週間 ぼつち です。 すると また 学校 



そんな ことより、 弟 や 妹た ちが、 じぶんが 買って き 

た クリスマスの おくりもの をみ たら、 どんなに を どり 

あがって よろこぶ だら う。 それに、 お母さん は、 蓄音 

器 をかった と 手紙に かいてよ こした し、 ああ、 家へ か 

へる と、 とても おもしろい ぞ。 

ぎよ 車台の リカ は、 コー リ ャの考 へて ゐる ことなん 

かに はお かま ひなく、 た、 V、 むやみに 鼻 を こすったり、 

こほりつ いた 靴 を、 ばた ばた うち 合 はせ たり、 手袋 を 

はめた 手 をた、 いたりす る だけで、 なんにも、 考へご 

となん か はしませんでした。 

「ほい、 ちきしょう。 I 



いくら どなっても、 馬 はやつ とこ さ、 そり を 引き づッ 

てゐる だけで、 この 小さな 馬車つ かひの いふ ことなん 

か、 ちっともき、 ませんで した。 

「ちょ ッ、 はしらね え か。 こらつ ご と、 リカ はさけ び 

つ 、v けました。 

「もっと はやく やれよ。 リカ ご 

コ— リャ は、 とても じれった さう に、 いひました。 

「いやに 急がす ね。 火事場へ いくん ぢゃ あるまい しさ- 

なん ぼ 馬 だって、 ちっと は、 かはい さう だと 思って や 

ん なくち や。 おまい さま は、 そこにす わって るが、 馬 

の やつ はおまい さま を 引っぱ つて ゐ るんだ からな ァ。 



ゆん ベ は 材木 を 引っぱつ たんだ。 馬 もす こし はこた へ 

るよ。」 

「なんだ ご と、 コ— リャ はい ひました。 

「だって 馬が ニ頭ぢ やない か。 ぼくの 家の 馬なら、 一 

頭 だっても つと はやく はしる ぞご 

「それや あ、 お前 さまん とこの 馬 はえん 麦 をた ベて る 

ん だもの。 おらの は 乾草 だけ だもの。 えん 麦なん か、 

ちょっとに ほひ を か y せる だけ だからな ご リカ は、 い 

ひく は へ しました。 

「おまい さま だって、 やつ ぱし、 うまい ものば つかし 

たべ てんだら う？ 砂糖ば つかし なめてん ぢ やない か 



ね。 大 へんだ なァご 

「おまい、 町へ いった ことがある かい？」 

「ある もんか。 ちょつ、 はしれ、 こおら、 ちきし 

ようめ ご 

二 

あた リは、 もうす つかりく らくな つて、 はだ を 切る 

やうな 風が、 び ゆう/ \ まともに ふきつけました。 

コ ー リャは 顔 中が こほりつ き、 足が 木の やうに なって 



きました。 

リカ は、 ぎよ 車台から とび 下りて、 馬 をぶ ちながら 

じぶん は、 そりと ならんで いきました。 馬 は、 やっと 

かけだしました。 リカ もお くれまい として、 手 を ふり 

ながら かけました。 

けれど すぐにお くれて、 うしろに とりのこされ まし 

た。 

コ— リャ は、 それが 気になりました。 やっぱり リカ 

がぎ よ 車台に のって ゐる はう が 安心です。 リカ はな 

か/ \ もとへ かへ りません。 北風 は、 ます/ \ ふきつ 

のって、 野原の 一 面 を うづ まくやう にあれ くるひ、 雪 



ん たうに 狼 か 悪漢 か y すぐそばで じぶん を ねら つ てゐ 

る やうな 気がしました。 間もなく、 白 かばの かげで、 

ちらりと 何 か 動きました。 コ— リャ ははつ として 目 を 

つぶりました。 

「あ、 神 さま。 もうだめ だ ご 

「こおら、 ちきしょう。 走れい ご 

リカの 声が しました。 コ— リャは 目 を あけました。 

「リカ、 おまい は、 なんにも こはくない？」 

コ— リャ はい ひました。 

「なにが？」 

「狼が 出て くるよ ご 



「狼？ こんなと ころに 狼が ゐる もんか。 ゐ たって、 

そりの 鈴の 音 をき きゃあ、 ふっとんで、 にげち まふよ ご 

どろぼう 

「ぢゃ あ 盗 棒が きたら？」 

「盗 棒？ 何 をい ふんだ。 こんなと ころに 盗 棒なん 

か、 V ゐる もんか。 こ、 いらに 住んで る 人 は、 みんな 

い、 人ば かりだよ。 なんだ つてお まい さま はそんな こ 

とば かり 言 ふの？ クリスマス のまへの、 原っぱに は 

そんなけ がら はしい もの はゐ ません よ。 

マカル をぢ さんが さう いったよ。 なんでも をぢ さん 

がま だ 子どもの とき、 今日み たいに そりに のって いく 

と、 原っぱの まん 中で 森のば けものが を どり を を どつ 



てゐ たと。 うそ ぢゃ あない。 ばけもの、 やつが、 白 か 

ばの かげで、 はねく りかへ つて を どって やが つたんだ 

つて ご 

「ふうん ご 

「で、 マカル をぢ さん は 讃美歌 をうた ひ 出したん だと。 

けふぞ マリヤ を、 つての をよ。 それ をき くと、 ばけ も 

の、 やつ は、 蠅 になって さ、 蠅 によ。 そして、 雪 あら 

しの 中をぴ ゆう/^ ふっとんで、 どっかへ にげて しま 

つたんだ つて ご 

「うそ だら う。」 

「うそ？ それ ぢゃ あこん な 話 だって あるよ。 クリス 



マスの 前の 晚に は、 魔法 使の 女が 臼に のって やって き 

て、 まつ 黒な 鬼と 一し よに 輪に なって を どったり、 う 

たつたり す るんだ とい ふよ。 そして、 朝お 寺の 鐘が な 

ると みんな 蠅 にな るんだ つて ご 

「それ だって、 うそ だいご 

コ— リャ はい ひました。 でも、 心の中で はばけ もの 

が 出て 来 やしない かと こはくて/^ じっと 身体 をす く 

めました。 

すると、 どこかで、 ばけものが 笛 を ふいて ゐる やう 

な、 笑って ゐる やうな 気がして きました。 

「やい、 だれ だい、 ほえるな いご 



リカ はすまして ゐ ました。 

「村の 家の あかり だよ ご 

「村 だって？ ゃァ、 ばん ざァ い。」 

コ— リャは うれしがって さけびました。 こはばって 

ゐた 顔が 急に ゆるんで、 よろこびが 顔 中へ ひろがり ま 

した。 もう、 寒く も 何とも なくなりました。 

コ— リャ は、 そりの 中で くび をのば して、 だん/^ 

に、 はっきりして くる、 光 を、 じっと、 みつめました 

「ほうら。 はしれ ッご 

リカ も 元 気づいて、 ぴ ゆう/ \ むち を ふりました。 



「お母さん、 ね、 ぼく リカに 乗せて きて もらった の ご 

「あら、 ニキ フォ ー ルぢ あなかった の？」 

「え ゝ 」 

お 父 さま は ニキ フォ— ル のこと をお こりました。 

「あいつめ、 あんな 小 ぞうつ 子に コー リャを 送って よ 

こさせる なんて、 ひどい やつ だ。 リカ は どこに ゐ るん 

だ ご 

「台所に。 馬に 乾草 を やって、 じぶん は スト— ヴの上 

であた つて ゐ るの ご 

お父さん は 台所へ いきました。 あとから 子どもたち 

もぞ ろ/^ つ いていき ました。 



たち も、 リカと お 話が したくな つたら しく、 すこし づ 、 

そば へよ つ てきました。 

「家へ ね、 今に クリスマスの 飾り もみの 木が くるわ 

よご とボ— リャ がいひました。 

「あっちへ おいでな さいご とお 父さん はい ひました。 

「こ、 はお 前 たちのく ると ころ ぢ やありません ご 

子どもたち は、 しかたなしに、 いや/ \ 台所 を 出て 

いきました。 けれど、 お父さん がお 部屋へ いってし ま 

ふと、 すぐ また 台所へ やって きました。 

「ね、 家へ ね、 クリスマスの もみの 木が くるの よご 

「ふん 来る もの は 来させる がい、 よご と リカ はい ひ 



あるいて、 お母さんに、 リカが なんと 言った とか、 ど 

んな ふうに せき をした とかと、 一 々それ を 話しました _ 

まるで、 台所に なに かめ づ らしい 動物で もゐる やうな 

さわぎです。 

コ— リャ は、 お母さんが 手紙に かいてよ こした 蓄音 

器 を かけて ゐ ました。 蓄音器 は、 勇ましい 行進曲 を ふ 

いたり、 歌 をうた つたり しました。 

「コ— リャ、 蓄音器 を リカに みせて やり ませうよ ご と 

ボ— リャが 言 ひました。 

「お 母ち やま、 コ— リカ を つれて きても い、 でせ うご 

「どうして？」 



「う ふん、 この 家の人た ち は、 うなぎ を 食 ふの かい。 

ふうん、 おらが 村の だんな は 毎日 鳩 をく ふよ ご 

晚 御飯が すむ と、 奥から ピアノの 音が ひ、 V いて 来 ま 

した。 

リカ は、 それ を 聞きながら、 うと/ \ となり かけ ま 

したが、 急に おき 上って、 さけびました。 

「あ、、 さう だつ け。 馬の こと を わすれて ゐたご 

リカ は 靴 を はいて、 庭に つないで ある 馬のと ころへ、 

水 を やりに いきました。 

「ほうら。 」 

リカ は、 馬の し リをぴ たんとう つと、 水 桶 を どさん 



とおいて、 空 を 見上げました。 馬 は うれしがって、 リ 

力に 鼻 をす りつけ ながら、 ひく、 なきました。 

「あまつ たれるな いご 

リカ は、 馬の 首をぴ た/ \ た、 きつ y けました。 

あくる 曰、 リカ は 夜 あけ まへ に 門 を 出ました。 

コ— リャ はむ ろん、 まだ、 あた、 かい 床の 中で ねむ 

つて ゐ ました。 家中の 窓 は みんなし まって ゐ ました。 

リカ は、 コ— リャ や、 ボ— リャ や、 あの 音楽 を やる 

ふしぎな 器械の ことな ど を 思 ひ 出しながら、 力 一 ぱい、 

ぴ しんとむ ち をなら しました。 

「さあ、 いけ ご 



そり は、 とぶ やうに はしり 出しました。 鈴の 音が、 

ほのぐらい 静かな 空に い つまで も/^ ひ > きました。 
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